
電子カルテ選定の決め手
「継承をきっかけに紙カルテとレセコンの運用から電子カルテ化を検討し始めた際に、外注検査の
取引があった岡山医学検査センターの担当者から紹介されたのがQualis Cloud（クオリスクラウド）
でした。5-6社ほどの電子カルテを見ましたが最終的な決め手は担当者の人柄です。どのメーカーも
それぞれに得手不得手がある中で、できること、できないことも丁寧に説明してもらえ、
聞いたことにも的確に回答してくれるなど真摯に対応いただけたことがよかったです。」
（陽司院長）
「Qualis Cloudを開発したBML社の社長が小児科医というのも大きかったです。小児科医の目線
から監修された機能も充実しています。」（美佳副院長）

内科・小児科・アレルギー科・外科
医療法人義人会井上医院
（岡山県岡山市）

「未来カルテ機能をよく使っています。検査結果が出た時にあらかじめ所見欄に転記しておくこと
で、診察に来られた際にはそのままスムーズに診察ができます。検査結果は自動で時系列に並んで
いるのでとても見やすいです。投薬履歴機能も便利です。患者さまから1年前に処方した塗り薬がよ
かったからもう一度出してほしいと言われた時もすぐに探すことができ、薬の写真を見せながら一
緒に確認することができます。他院から紹介された患者さまへ普段あまり処方しない薬を出す時も、
候補病名が出るようになっているため助かっています。」（陽司院長）

様々な機能を活用しスムーズに診察

「子どもたちの診察ではカルテ入力の時間を待ってくれないため、問診はテンプレートで数字だけ
を入力、処置、処方などもセットを作っておき全て『お気に入りセル』に登録しておくことで簡単
に入力ができるようになっています。兄弟で来られる方が多いため、複数のカルテを同時に開いて
おくことができるのは便利です。
アレルギーや皮膚疾患にはシェーマ機能を使うことで症状の変化が一目でわかり患者さまにも治療
効果が示しやすいです。」（美佳副院長）

小児科での活用方法

井上医院は、初代から約100年にわたり地域医療に貢献。
2023年4月の継承を機に診療の幅も広がり、「地域のかかり
つけ医として患者さまに寄り添い、思いやりのある診療」
を理念に、0歳から100歳まで幅広い年齢層と疾患に対応し、
患者さまの心と体の健康をサポートしています。久保陽司
院長と久保美佳副院長からお話を伺いました。

未来カルテ機能の活用で当日の診療がスムーズ

『Vita（2025年4月発行）』より抜粋

既
存


	スライド番号 1

